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e SCARF2; SREC2; SREPCR; Scavenger receptor class F member 2; SRECRP-1; Scavenger

g receptor expressed by endothelial cells 2 protein; SREC-II
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、アセチル化低密度リポタンパク質（Ac-LDL）の結合と分解を媒介するスカベンジャー受容体タンパク質であるSCARF1/SREC-Iに類似している。このタンパク質は、修飾低密度リポタンパク質（LDL）を内部化する活性は低いが、細胞外ドメインを介してSCARF1と相互作用する。このタンパク質とSCARF1の結合は、スカベンジャーリガンドの存在によって抑制される。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されている。[RefSeq提供、2008年7月],機能：同種親和性および異種親和性相互作用を媒介する接着タンパク質と考えられる。SCARF1とは対照的に、アセチル化低密度リポタンパク質（Ac-LDL）の結合と分解を媒介する能力は低い。,類似性：7つのEGF様ドメインを含む。,サブユニット：細胞外ドメインを介して同種親和性および異種親和性相互作用する。SCARF1と相互作用する。 SCARF1との異好性相互作用は、SCARF1自身との同好性相互作用よりも強く、Ac-LDLなどのSCARF1リガンドの存在によって抑制される。,組織特異性：主に内皮細胞に発現する。心臓、胎盤、肺、腎臓、脾臓、小腸、卵巣に発現する。,
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	SCARF2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

